～iPad を活用した授業実践～
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携帯電話やパソコン等の普及により、幼少より電子機器に身近に触れてきた現代の中・高生たちを授業に積極的に参加させるためには、ICTの日常的な活用が極めて効果的である。だが未だ高校現場では、Callシステムや電子黒板などが常備されている教室を使用しない限り、日常的にICTを活用するのは難しい状況である。

　しかし、この状況を打破する画期的な機器が最近普及しつつある。それはスマートフォンとパソコンの中間的な存在とでもいうべきタブレット型端末である。その先駆者であるアップル社のiPad は携帯性と利便性に優れ、授業のさまざまな場面で活用できる。今後の日本の教育シーンを大きく変える可能性を秘めたマシンであると言えよう。本稿では筆者が授業で実践しているiPadの活用例を紹介する。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　
１．はじめに
子どもたちの「学校ばなれ」の大きな背景に、携帯電話、テレビゲーム、インターネットという現代の「三種
の神器」の普及がある。かつて、子どもたちにとって学校とは、ドキドキ、ワクワク感が得られる唯一無二の場所であった。彼らは先生のお話に知的好奇心を持って耳を傾け、進んで新たな知識を吸収しようとしていた。
だが、今ではどんな情報、知識もわざわざ学校で習わなくともインターネット上で簡単に手に入る。学校は知的好奇心を満たす場所としての存在価値を薄めてきている。さらに、最新ゲーム機の臨場感溢れるグラフィックやサウンドに毎日さらされている子どもたちは、ちょっとやそっと授業のやり方を工夫しても「面白くない」と言って興味を示してくれないこともままある。
　私自身もこの数年感じていることだが、やはり幼い頃から電子機器の刺激によって「楽しさ」の感覚が麻痺し

ている現代の中・高生たちを、黒板と教科書だけで引きつけるのはきわめて難しい。「教師が丁寧に説明しながら
要点を黒板に書き、生徒は注意深く耳を傾けノートをとる」という日本の伝統的教授法にもよさは認めるものの、

もはやそれだけでは通用しない時代であると言わざるを得ない。好むと好まざると現代の授[image: image1.jpg]業においては、教師
の側もテクノロジー武装をして臨むことが不可欠になってきている。
すでに多くの小学校や特別支援学校では、パソコン、大画面テレビ、電子黒板といったものが普通教室に常備
され、ICTをふんだんに活用した授業が日常化している。いっぽう高校では未だに伝統的教授法が大半を占めている。筆者の担当科目である「英語」においても、日常的にICTを活用した授業が行われている学校は未だ少数派であると思われる。

　本稿は、筆者が平素より行なっている英語の授業でのICT活用実践例を紹介する。読んでいただければ、ICT活用には決して特別な設備や大がかりな準備の必要はなく、個人レベルでも工夫次第で十分に実践できることがお分かりになるはずである。なお、私はICTに格別強いわけではないので、その方面に詳しい人から見れば、説明の内容や用語の使い方が不適切な記述もあると思う。だが本稿は、ICT活用は誰でも気軽にできるということを伝えることが主旨である。そのため、できるだけ分かりやすい表現で説明しているつもりである。多少の知識の誤りはご容赦願いたい。
テクノロジーは日々進歩するものであり、１年後、いや本稿が発表された時点ですら、もはやこの内容自体が時代遅れなものとなっていることも十分ありうる。それでも本稿を通して少しでも多くの先生方がICT活用にチャレンジしてみたい、という気持ちになっていただければ幸いである。

２．iPad＋テレビの利便性
「パソコンとプロジェクターを使い、スクリーンに教科書本文を映写しながらの読解指導」といったことを試したことのある先生方は結構多いのではないだろうか。このようなやり方は確かに授業をテンポ良く展開でき、生徒を授業に引き付けて学習意欲を高める上でも有効である。ただし大きな欠点がある。それはこのような授業は教室のセッティングに時間がかかり、継続して行いにくいという点である。たとえば、昔ながらの普通教室で前記のような読解指導を行おうと思えば、10分間の休憩中に以下の手順を済ませなければならない。

　
①教室内のスクリーンを降ろす。
②生徒の机を動かし、空いたスペースにプロジェクター用テーブルとプロジェクターを設置する。

③プロジェクターの電源を入れて、映り具合をテストし、位置、角度を微調整する。

④パソコンを起動してプロジェクターに接続し、スクリーンに画面が映るか確認する。

　  ⑤教室内の照明を調整する。必要に応じてカーテンを閉める。
　　⑥音声を聞かせる場合は、スピーカーをつなぐ。
ここまでで、スムーズに行っても５分近くはかかるであろう。さらに、画面が直前になって映らないなどというトラブルも日常茶飯事である。授業中も、場面に応じて照明をつけたり消したり、CDプレーヤーの方に移動して操作したりといった具合に慌ただしい。結果、だんだん面倒くさくなって通常の黒板とノートの授業に戻るのが常なのである。プロジェクター一体型の電子黒板に常にパソコンをセットしておき、授業ごとに教室間を移動させれば問題は解決するが、このタイプは高価であるうえに、重いため移動が大変である。なかなか個人で毎時間気軽に利用するとまではいかないだろう。
ところが、iPadと移動式大型テレビ（50インチ以上）を活用すれば、手順は以下だけで済む。

①テレビ（事前に許可を取り、授業教室の近くに常時保管させてもら
う）を教室前方に置く。
②テレビの電源を入れ、iPadを専用ケーブルで直結し、使用するアプ
リケーション（以下「アプリ」と略記）を起動し、テレビ画面に画
像を出力する。
　
ここまで２分とかからない。もちろん、パソコンを大型テレビと直結することもできなくはない。しかし、パソコン自体が起動に数分かかるうえ、操作を机の上でマウスを使って行うことになるため、生徒とのインタラクションがとりにくいことも多い。その点一瞬で起動でき、片手で持って指で画面をタッチしながら操作できるiPadはとても使い勝手がよい。また、iPadはパソコンよりもできることが多い。これ一つで、クラス全体に対して教科書音声を聞かせること、英文を提示すること、関連動画を見せること、その場で検索したウェブサイトを見せることなどが全て簡単に行えるのである。大型テレビが学校にない場合はどうするのか。個人で購入すればよい。地上デジタル対応テレビが主流の今、アナログテレビは中古なら極めて安く買える。インターネットオークションで探せば、50型で数万円程度のものもある。ディスプレイ代わりに使えさえすればアナログ式でも全く問題はない。ただし安い買い物ではないし、学校で使う機材に自腹を切ることに抵抗がある人もいるかもしれない。ただ近年は、仕事のスキルアップに必要な自己投資は積極的に行なうべきという主張も多い。私も同感である。ご一考願いたい。
テレビ画面はやはりスクリーンに比べるとサイズが小さいので、一度に提示できる教材の量は減ってしまうし、あまり小さな文字を写すと読みにくい。ただし、スクリーンよりも明瞭で見やすい点、起動が速く教材提示までの時間もほとんどかからないという点は大きな強みである。

３．授業での具体的活用例
（１）YouTube  動画を見せる

　もっとも手軽な活用例である。iPadにはYouTubeがアプリとして標準インストールされており、手軽に動画
を視聴させることができる。もちろん、海外の動画であればリスニング教材としても活用できる。
　たとえば、私は次のような動画を保存して、適宜授業で活用している。
・キング牧師の演説（ “I have a dream”）
・オバマ大統領の就任演説

・洋楽ヒットソング
・予備校講師による英文法解説

チャリティソング “We Are The World” が教科書題材として扱われていることはよくある。これまで私はこの歌をCDで聴かせていた。しかし、昨年初めて歌手たちが実際に歌っている動画付きでこの歌を聞かせてみたところ、これまでの生徒とは大きく反応が違った。マイケル・ジャクソンやスティービー・ワンダーが目の前で歌っているシーンは鳥肌ものだったのだ。結果、このレッスンに対する生徒の取り組みは素晴らしいものとなった。
　YouTubeで手に入る動画は実に多種多様である。先日教科書で、ボリビアの学校生活について紹介しているレッスンを扱った。日本人にとってあまりなじみのないボリビアについての画像資料を得るのは普通困難だと考えるだろう。しかしYouTube内で検索してみたところ、なんとボリビアの子どもたちが学校で授業を受けている動画が見つかった。教科書に書かれている内容を目の当たりにした生徒達の反応は大きかった。

通常のホームルーム教室は無線LAN環境でないことが多いので、YouTubeの動画を見せる場合、携帯電話の回線（３G）を使うことになる。この場合少し動画の動きが重くなり、画質も落ちる。しかし、動画を事前にダウンロードし、オフラインで使えるように保存しておくことは現在違法であるとみなされているため、仕方がないであろう。
（２）教科書本文などのWORD文書を提示する
　教材付属のCD－ROMなどにWORD文書として保存されているテキストデータは、iPadに転送してテレビ
画面に出力することができる。この方法で板書の手間を省き、効率的に英文などを生徒に提示できる。WORD
文書をiPadで読み込むには、文書を添付ファイルとしてパソコンからメールでiPadに送るのがもっともやり

易いと思う。これならば学校のパソコン（メール利用可なもの）でも作業できる。

送られたWORD文書は、まず専用アプリでPDF形式に変換する。さらにそれを、タッチペンで文書に書き
込みできたり、テレビ画面の大さで見やすいように文字の拡大縮小などができる別のアプリに転送してテレビ画
面に映写する。もちろん、50インチとはいえ、テレビ画面で本文を読むわけだから、１行をせいぜい６～７語に納めなければならない。パソコン上で元のWORD文書の文字の大きさを拡大し、適当な個所で改行しておくなど事前の加工が必要である。ただし、一回サンプルを作ってしまえば、他の文書もその形式に合わせればよいの
で、慣れれば加工に時間はかからない。参考までに私のやり方を以下に紹介しておく。
①教科書本文等のWORD文書を、テレビ画面向けにに加工する。
②加工した文書をパソコンから、メールに添付してiPad に転
送する。
③送られてきた文書をアプリSave2PDF に転送し、PDF文書に変
換する。

④Save2PDFに保存されたPDF文書を、アプリ UPAD に転送する。
⑤テレビ画面にUPADで保存された文書を出力する。あとは
　iPadを操作し、文章を指でスクロールさせたり、拡大したり、
タッチペンで書き込みをするなどして授業を進めていく。

操作には慣れが必要であるが、電子黒板感覚で直接iPadの本体画面にタッチペンで注釈を書き込んだりできる点がとても便利である。また、作成したファイルには、iPadに保存した画像を貼り付けることもできるので、簡単なプレゼン資料を作成することもできる。
　　ただし、やはりテレビ画面で一度に表示できる情報量には限度があるので、必要に応じて板書や配布資料など

と組み合わせて提示するほうがより効率的である。
（３）iTnues Storeから入手した動画を見せたり、音声を聞かせたりする
iTunes Store はアップル社が運営する音楽、動画配信サービスで、iPadにも標準インストールされている。ここから音楽や映画、ニュースなどを有料または無料で入手することができる。私は動画付きの無料ニュース番組を毎日手に入れ、自らの英語学習に活用すると同時に、ときどき生徒にも見せている。生徒向けの番組としては読み上げがややゆっくりである“CNN Student News” などがよいだろう。

海外ニュースはハイレベルなリスニングタスクとして活用できるうえ、海外の出来事について目を向ける姿勢を生徒に持たせるため（あるいは教師自身のアンテナを高めるため）にも有効である。
　洋画や洋楽も安価で購入することができる。有名なものが数多くリリースされており、DVD・CDプレーヤー
で再生するよりも、起動に時間がかからず操作も楽である。
（４）教科書本文やリスニング教材の音声を聞かせる
　従来からあるiPodと同じように、iPadにもCD音声を転送して保存することができる。それを前述のテレビ
のスピーカーから出力する。テレビを使用しないときは小型スピーカーを接続して使用する。CDの入れ替えも
必要なければ、トラックナンバーを確認してからCDを再生する必要もない。“Lesson○Part×”といった情報
が画面に表示されるので、どこを再生すればよいかが一瞬で分かるからである。起動が早い点もよい。
（５）タイマーとして活用する
小テストや活動を、ストップウォッチや台所タイマーで時間を計りながら取り組ませることはよく見られる光景である。 iPadにもタイマー機能に特化したアプリがいくつかある。私は「デジ坊」というバスケットボールの試合の時間を計るための専用アプリを使っている。設定した時間が来ると、試合の時と同じような大きなブザーの音がなる。この大げさな感じがよい。これをテレビに出力し、生徒に経過時間を確認させながら小テストや活動に取り組ませている。特に速読など、残り時間を時計で意識しながら取り組むべき活動で使用すると効果的である。

（６）自分で撮影した写真などを見せる

　iPadにはカメラ機能があり（ただし初期型にはない）撮った画像をテレビ画面に出力することができる。初期
型でも、携帯電話でとった写真をメールに添付してiPadに送れば出力できる。（ただしこの場合多少工夫が必要）

デジタルカメラで撮った画像をパソコンに取り込んでから見せるといった手間も必要ない。授業で使えそうな題
材が身の回りにあれば気軽に撮影し、簡単に提示することができる。

また、ウェブサイト（iPadにはウェブブラウザ Safari がアプリとして標準装備されている）上の画像を取り
込んで教室全体に見せることも容易である。

　
（７）プレゼンテーションをする

iPadにはプレゼン専用のアプリがいくつかあるが、最も有名なのが、Keynoteである。PowerPointの
iPad 版のようなものである。操作は慣れればそれほど苦にはならない。Keynote はPowerPointファイル
を読み込むこともできるので、過去にパソコンで作成したプレゼン資料をそのまま使うことも可能である。
　ただし、本格的なプレゼン資料の作成はそれなりに時間がかかる。私は前述の（２）のやり方で「PDF
文書＋画像」の簡易プレゼンを作成し、授業の導入部分などで活用している。とくにスライドショーなどを
見せる必要がないかぎりこの方が楽である。
（８）ウェブサイトを見せる
　前述のSafariで検索したサイトを、直接テレビに映し出して見せることも可能である。（ただし、初期型の
iPadではテレビに出力するためのアプリが必要である）テレビ画面の大きさでは見にくい場合もあるが、iPad
は指で画面をタッチすれば、簡単に文字や画像の大きさを変えることができるので、必要な箇所を拡大して見せ
ればよい。私は教材に関連した画像、資料だけでなく、英字新聞やオンライン辞書などを映写したりもする。授
業中にひらめいたことをその場ですぐ検索し提示できるのもよい。ただし、無線LAN環境でない教室で使用
すると、少し動作が重くなるのが難点である。

４．さいごに
　iPadの長所を簡潔に言えば「小さく、扱いやすく、何でもできる」である。これ1台で、パソコン、携帯電話、CD・DVDプレーヤー、カメラなどの持つ機能を全て果たすことができる。もちろん、それらを可能にする各
アプリに何らかの欠点がないわけではない。だが、それらを差し引いてもiPadは、ICTを手軽に教室に持ち込
むには最適なツールであると言えよう。私生活でも電子書籍を読んだり、インターネットをしたり、ゲームで遊

んだり、といったふうにさまざまな場面で使って楽しむことができるのもよい。
　
